
                           

 

                                

                                       2023年３月７日 

各 位 

 
会 社 名 株式会社トラース・オン・プロダクト 

代 表 者 名 代表取締役社長兼 CE O 藤 吉  英 彦 

 ( コ ー ド 番 号 6 6 9 6 東証グロース) 

問 合 せ 先 取 締 役 C F O 青 栁  貴 士 

電 話 番 号 045-595-9966 

 

通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2022年９月６日に公表いたしました2023年１月期（2022年２月１日～2023年１月31日）の通期業績予想と

本日公表の実績値につきまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想と実績値との差異について 

2023年１月期通期業績予想値と実績値との差異（2022年２月１日～2023年１月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

（2022年９月６日発表） 518 △15 △23 △23 △6.38 

今回発表実績（Ｂ） 496 △6 △15 △16 △4.34 

増減額（Ｂ－Ａ） △21 9 8 7  

増減率（％） △4.2 ― ― ―  

（参考）前期実績 

（2022年1月期） 
404 △356 △365 △517 △140.38 

 

２．業績予想と実績との差異の理由 

 売上高は、当第４四半期での TRaaS 事業において、国立大学法人広島大学への３面大型 LED ビジョン及び

音響システム導入案件が売上高に寄与したものの、受注型 Product 事業において当第４四半期に予定したお

りました一部の納品案件が翌期にずれ込んだことにより、売上高が減少いたしました。営業利益、経常利益

及び当期純利益につきましては、各案件でのコスト増の抑制を継続し、その収益性を確保したことに加えて、

前事業年度より継続している固定費の削減を目的とした合理化策による固定費の大幅な削減と、業務効率改

善による経費の見直し及び経費圧縮により、予想を上回る結果となりました。 

以上 


